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この度、新生7石炭エネルギーセンターの会長をお引き受けすることになりました電源開発1の中垣でございます。「JCOAL Journal」の創刊にあたりまして一言ご挨拶申し上げたいと存じます。新生7石炭エネルギーセンターは石炭に関する上流から下流分野に至る活動を総合的に展開できる団体として、本年4月1日に旧7石炭エネルギーセンターと旧7石炭利用総合センターの統合により設立された国内唯一の民間石炭関連団体であります。当センターに対する期待の大きさと責任をしっかりと認識して、業務を遂行してまいりたいと存じます。さて、石炭は産業革命以来、基幹産業の近代化を支え、市民の生活水準の向上に寄与してきた最大の化石燃料で、今日においても有力なエネルギー資源であることに変わりありません。また、昨今、経済成長の著しい中国をはじめとしたアジア諸国のエネルギー需要の増大に伴い、石油価格の高騰などエネルギー価格全体の上昇、需給のタイト化が顕著になっており、資源問題が国際政治、国際経済の中ぶ【ギー庁石炭課を中心に「2030年を見据えた新しい石炭
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クリーン・コール・デー2005に対する、
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フランス大使館
2005年9月5日、東京で開催予定の第14回クリーン・コール・デーの
後援をご依頼いただき、ありがとうございました。在日フランス大使
館は、このような催しを後援できますことを大変嬉しく存じておりま
す。
世界のエネルギー需要は増加の一途をたどり、環境、特に気候変動
に対し数多くの問題を引き起こしています。この現状に直面し、フラ
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炭鉱技術とクリーン・コール・テクノロジー（CCT）の海外移転
（財）石炭エネルギーセンター 国際部 池永雅一

石炭分野における
上流・下流一体の取組み
クリーン・コール・サイクル研究会が、昨年まとめた中間報告「C3イニシアティブ」には、「今後は、
石炭の開発から利用までの一連の課題の最適な解決を図るため、上流から下流まで総合的な取組みを展
開していく必要がある」と述べられています。このことこそ、今回
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方法が酸素燃焼技術である。酸素燃焼技

術の発電システムへの適用では、従来の

ボイラ技術の使用を考えていることか

ら、火炎温度上昇を抑制するために、排

ガス（主成分はCO2）を再循環しO2と混合

して使用している。この酸素燃焼技術が

CO2の回収技術として注目されているの

は次の点からである。

q世界中には既に非常に多くの微粉炭火
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e九州電力（株）苅田発電所

所在地：福岡県京都郡苅田町長浜町1番地1 TEL. 093-436-1731
発電所出力：合計73.5万kW
特　徴：最盛期の昭和47年には発電機5基、総出力98万2千kW

の九州最大の発電所になった。しかし、燃料情勢の変



JCOAL Journal 34

｜J｜C｜O｜A｜L｜だ｜よ｜り｜

u





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile ()
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Web Coated \050Ad\051)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTs 1
 olorIm  /EncodeColorImages true
  /C 1
 olorImonversionSssThages trueACS
  /CoiaxS<

